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学
区
自
治
連
が
進
め
る
空

き
家
対
策
で
、
大
津
市
は
11

月
2
日
、
日
吉
台
市
民
セ
ン

タ
ー
で
、
越
直
美
市
長
が
出

席
し
て
空
き
家
問
題
に
テ
ー

マ
を
絞
っ
た
「
１
０
０
回
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
、
日
吉

台
に
あ
る
空
き
家
の
利
活
用

策
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

１
０
０
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
は
市
側
か
ら
越
市
長
、
山

口
寿
都
市
計
画
部
監
理
監
、

山
本
幸
司
建
築
指
導
課
長
兼

空
家
対
策
推
進
室
長
、
日
吉

台
で
空
き
家
問
題
を
調
査
、

研
究
す
る
コ
ン
サ
ル
担
当
の

西
田
宗
弘
都
市
環
境
研
究
所

副
所
長
、
服
部
起
久
央
県
宅

地
建
物
取
引
業
協
会
副
会
長
、

田
村
喜
昭
堀
場
製
作
所
総
務

部
副
部
長
、
自
治
連
側
か
ら

野
々
口
義
信
会
長
、
林
堅
太

郎
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
長
ら

協
議
会
員
、
空
き
家
対
策
委

員
ら
が
出
席
し
た
。

意
見
交
換
会
で
越
市
長
は

「
今
年
度
、
市
に
空
家
対
策

推
進
室
を
設
置
、
日
吉
台
を

市
の
空
き
家
対
策
の
モ
デ
ル

地
区
と
し
て
取
り
組
む
こ
と

に
し
た
。
街
の
世
代
交
代
が

進
む
な
か
、
み
な
さ
ん
と
知

恵
を
絞
り
、
モ
デ
ル
地
区
に

ふ
さ
わ
し
い
事
業
が
で
き
な

い
か
を
考
え
、
こ
れ
か
ら
も

住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
た
い
」
と
述
べ
、
日

吉
台
を
モ
デ
ル
地
区
に
し
た

市
の
空
き
家
対
策
事
業
を
検

討
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し

た
。同

市
は
、
市
立
幼
稚
園
や

支
所
の
統
廃
合
な
ど
行
政
コ

ス
ト
削
減
化
の
論
議
を
展
開

さ
せ
る
な
か
越
市
長
は
「
高

齢
化
対
策
や
子
育
て
に
必
要

な
お
金
は
使
う
」
と
言
明
、

自
治
連
側
が
「
空
き
家
対
策

は
、
た
だ
、
空
き
家
を
埋
め

れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は

な
い
。
日
吉
台
幼
稚
園
の
統

廃
合
問
題
、
町
内
を
走
る
バ

ス
の
足
確
保
問
題
な
ど
課
題

は
山
積
し
て
い
る
。
空
き
家

対
策
は
日
吉
台
の
再
生
計
画

に
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め

ま
ち
づ
り
の
一
環
と
し
て
考

え
て
い
る
」
と
し
た
の
に
対

し
、
越
市
長
は
「
日
吉
台
は

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
優
れ

て
い
る
。
豊
か
な
人
材
と
地

域
の
結
び
つ
き
が
強
い
側
面

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
。
ま
ち
づ
く
り
は
ま

ず
地
域
の
人
た
ち
で
考
え
て

欲
し
い
」
と
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
計
画
に
協
力
す
る
こ
と

を
約
束
、
日
吉
台
の
空
き
家

対
策
事
業
は
、
総
合
行
政
と

し
て
と
ら
え
来
年
度
で
検
討

す
る
意
向
を
表
明
し
た
。

市
立
日
吉
台
幼
稚
園
の

統
合
問
題
で
、
日
吉
台
学
区

内
で
幼
児
教
育
施
設
の
存
続

を
求
め
運
動
を
進
め
て
い
た

「
学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
子
育
て
応
援
隊
」
は
、
こ

れ
ま
で
の
運
動
の
方
針
を
一

部
転
換
、
保
育
園
機
能
を
備

え
た
認
定
こ
ど
も
園
設
置
に

焦
点
を
絞
り
、
運
動
を
展
開

す
る
こ
と
を
決
め
た
。
こ
の

決
定
を
受
け
、
同
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
は
、
11
月
開
催
の

学
区
自
治
連
役
員
会
に
新
た

な
方
針
案
を
説
明
、
学
区
自

治
連
役
員
会
は
学
区
自
治
連

名
で
市
と
市
教
委
に
対
し
認

定
こ
ど
も
園
設
置
を
求
め
る

要
望
書
を
提
出
す
る
こ
と
を

承
認
し
た
。

市
教
委
が
、
市
立
幼
稚
園

の
あ
り
方
検
討
で
、
中
北
地

区
内
に
あ
る
幼
稚
園
の
統
合

も
含
め
た
再
編
計
画
を
打
ち

出
し
た
こ
と
で
、
危
機
感
を

持
っ
た
学
区
自
治
連
と
同
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
平
成

26
年
春
、
「
幼
児
施
設
の
日

吉
台
へ
の
存
続
」
を
求
め
、

市
議
会
に
請
願
を
行
う
な
ど

運
動
を
始
め
た
。
と
こ
ろ
が

市
教
委
は
、
今
年
度
に
な
っ

て
新
た
に
公
立
幼
稚
園
の
３

年
保
育
実
施
と
引
き
か
え
に
、

基
準
の
園
児
数
に
達
し
な
い

幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
さ
ら

に
踏
み
込
ん
で
期
限
を
切
っ

て
統
廃
合
す
る
方
針
を
公
表
、

日
吉
台
幼
稚
園
の
将
来
の
園

児
数
の
推
移
か
ら
み
て
統
廃

合
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に

な
っ
て
き
た
。

日
吉
台
学
区
で
の
幼
児
施

設
の
存
続
が
危
う
く
な
っ
た

う
え
、
日
吉
台
に
近
い
坂
本

地
区
で
、
三
重
県
名
張
市
の

法
人
に
よ
る
保
育
園
設
置
計

画
が
明
ら
か
に
に
な
り
、
日

吉
台
幼
稚
園
の
存
続
は
ま
す

ま
す
厳
し
い
状
況
と
な
り
、

ま
ち
づ
く
り
協
で
は
、
協
議

を
重
ね
保
育
機
能
を
備
え
た

認
定
こ
ど
も
園
設
置
要
望
に

焦
点
を
絞
っ
た
運
動
に
切
り

換
え
が
得
策
と
判
断
し
た
。

学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

は
、
江
若
バ
ス
利
用
促
進
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
強
化
策
と
し
て
、

学
区
内
の
バ
ス
路
線
沿
線
に

学
区
自
治
連
名
の
「
バ
ス
に

乗
ろ
う
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

ぼ
り
の
設
置
、
バ
ス
車
内
に

広
告
掲
載
、
住
民
向
け
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
告
知
チ
ラ
シ
配
布

な
ど
を
決
め
、
学
区
自
治
連

側
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
予
算
を

要
望
、
学
区
自
治
連
も
役
員

会
で
予
算
計
上
を
認
め
た
。

学
区
自
治
連
は
、
こ
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
と
と

も
に
江
若
バ
ス
が
走
る
仰
木

の
里
学
区
自
治
連
合
会
、
真

野
北
学
区
自
治
連
合
会
、
小

野
学
区
自
治
連
合
会
な
ど
に

も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
協
調
を

呼
び
か
け
る
ほ
か
、
市
に
対

し
て
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
対

し
支
援
を
要
請
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

日
吉
台
を
走
る
江
若
交
通

の
バ
ス
便
に
つ
い
て
、
学
区

自
治
連
と
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
は
10
月
末
、
同
社
の
河
原

田
政
人
経
営
企
画
部
長
、
杉

江
繁
和
同
部
次
長
を
招
い
て

市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
バ
ス
の

ダ
イ
ヤ
確
保
、
利
用
な
ど
に

つ
い
て
懇
談
会
を
開
き
、
自

治
連
側
と
江
若
交
通
両
者
が

利
用
客
増
に
む
け
協
力
し
て

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う
こ
と

で
意
見
の
一
致
を
み
た
。

自
治
連
側
が
、
10
月
22
日

か
ら
実
施
の
ダ
イ
ヤ
で
、
平

日
の
最
終
便
で
1
本
、
土
、

日
、
祝
日
の
ダ
イ
ヤ
で
2
本

カ
ッ
ト
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
説
明
を
求
め
た
の
に
対
し
、

江
若
交
通
側
は
「
今
回
の
最

終
便
減
は
、
日
吉
台
だ
け
で

は
な
い
。
近
隣
の
３
住
宅
団

地
す
べ
て
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し

を
実
施
し
た
。
少
子
高
齢
化

の
影
響
で
乗
客
減
に
歯
止
め

が
か
か
ら
ず
今
回
こ
の
よ
う

な
事
態
に
な
っ
た
」
と
削
減

に
至
っ
た
事
情
を
説
明
、
理

解
を
求
め
た
。

高
齢
者
が
多
い
日
吉
台
で

は
、
足
の
確
保
の
問
題
は
学

区
自
治
連
で
も
最
重
要
課
題
。

今
春
、
自
治
連
で
は
、
バ
ス

に
乗
る
運
動
を
始
め
た
が
、

今
後
さ
ら
に
町
あ
げ
て
利
用

促
進
運
動
を
展
開
す
る
と
と

も
に
情
報
交
換
を
密
に
協
調

し
て
利
用
促
進
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
う
こ
と
で
合
意
、
利

用
促
進
に
関
し
、
両
者
で
協

定
を
結
ぶ
こ
と
も
提
案
さ
れ

た
。こ

の
日
の
懇
談
会
で
は
、

協
定
締
結
案
は
江
若
側
が
持

ち
帰
っ
て
検
討
す
る
こ
と
に

に
な
り
、
足
の
確
保
に
関
し

大
津
市
側
に
要
望
す
る
こ
と

も
申
し
合
わ
せ
た
。

◆
暴
力
団
追
放
大
津

地
区
総
決
起
大
会

12
月
10
日
午
前
10
時
、
明
日

都
浜
大
津
２
階
ガ
ス
燈
広
場
。

総
決
起
大
会
の
あ
と
川
口
公

園
―
淡
海
一
家
事
務
所
前
―

菱
屋
町
商
店
街
約
１
㌔
を
街

頭
パ
レ
ー
ド
、
市
民
の
暴
力

団
排
除
意
識
の
高
揚
を
は
か

る
。

大
津
市
は
、
学
区
内
で
点

燈
し
て
い
な
い
市
街
灯
や
防

犯
灯
な
ど
を
み
つ
け
た
ら
電

柱
に
張
り
付
け
て
あ
る
プ
レ
ー

ト
の
市
街
灯
番
号
ま
た
は
、

防
犯
灯
番
号
と
設
置
場
所
の

地
番
な
ど
を
最
寄
り
の
市
民

セ
ン
タ
ー
か
、
市
道
路
管
理

課
へ
通
報
を
呼
び
か
け
て
い

る
。通

報
先
は
日
吉
台
学
区
で

は
日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー

（
０
７
７
・
５
７
９
・
４
５

１
８
）
か
市
道
路
管
理
課

（
０
７
７
・
５
２
８
・
２
７

８
２
）。

大
津
市
は
、
ご
み
の
減
量

と
資
源
化
を
推
進
す
る
た
め

集
団
資
源
回
収
す
る
団
体
を

募
っ
て
い
る
。

町
内
会
、
子
ど
も
会
、
P

T
A
、
自
主
防
災
会
な
ど
の

市
内
の
市
民
団
体
が
集
団
資

源
回
収
を
し
た
場
合
、
回
収

量
1
㌔
あ
た
り
４
円
の
補
助

金
を
交
付
、
回
収
奨
励
し
て

い
る
。
資
源
回
収
の
対
象
品

目
は
古
紙
類
（
新
聞
、
雑
誌
、

雑
が
み
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
）
、

布
類
（
古
着
、
布
切
れ
）
、

ア
ル
ミ
缶
と
な
っ
て
い
る
。

新
た
に
資
源
回
収
を
始
め

た
い
団
体
は
市
廃
棄
物
減
量

推
進
課
（
０
７
７
・
５
２
８
・

２
８
０
２
）
ま
で
。

越
市
長
と
意
見
交
換

空
き
家
対
策
問
題
で

認
定
こ
ど
も
園
誘
致
へ
！

市
の
幼
稚
園
再
編
計
画
受
け

学
区
自
治
連
方
針

利
用
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
強
化

足
確
保
へ
市
に
支
援
要
請
も

乗
客
増
対
策
で
連
携

江
若
交
通
と
学
区
自
治
連

資
源
回
収
団
体
募
る

市
・
交
付
金
で
支
援

不
点
燈
街
灯

市
に
通
報
を
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☆
坂
本
に
あ
る
老
人
ホ
ー
ム
入
居
者
に
28

年
間
ボ
ラ
テ
ィ
ア
で
書
道
を
教
え
に
出
か
け

た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
賞
。
ご
自
身
も
92
歳

と
い
う
高
齢
。
周
囲

か
ら
お
め
で
と
う
声

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

思
い
も
か
け
な
い

ご
ほ
う
び
。
喜
び
よ

り
も
私
が
こ
ん
な
賞

を
も
ら
っ
て
よ
い
の

か
、
と
恐
縮
し
て
い
ま
す
。
日
吉
台
に
移
り

住
み
、
40
年
ほ
ど
前
か
ら
地
域
の
文
化
活
動

で
毎
日
書
道
展
参
与
会
員
の
浅
野
仰
山
先
生

に
師
事
、
書
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。
平
成
元

年
ご
ろ
、
近
く
の
西
教
寺
の
老
人
ホ
ー
ム
で
、

書
道
を
教
え
に
来
て
欲
し
い
と
い
う
話
が
あ

り
、
引
き
受
け
た
の
が
き
っ
か
け
で
通
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

☆
ご
苦
労
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
長

く
続
け
ら
れ
た
の
は
、
自
ら
の
楽
し
み
も
あ
っ

た
の
で
は
。

ホ
ー
ム
で
教
え
始
め
た
こ
ろ
は
ま
だ
ま
だ

未
熟
。
仰
山
先
生
の
お
手
本
を
持
参
、
ホ
ー

ム
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
練
習
す
る
つ
も
り

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
練
習
は
、
四
季
お

り
お
り
特
徴
あ
る
漢
字
を
選
び
、
漢
字
4
文

字
、
ひ
ら
が
な
、
行
書
な
ど
を
交
え
稽
古
し

て
い
ま
す
。
毎
月
2
回
の
稽
古
で
す
が
、
練

習
を
重
ね
る
う
ち
入
所
者
の
み
な
さ
ん
の
腕

も
あ
が
っ
て
、
互
い
に
褒
め
あ
う
姿
を
み
る

と
、
私
で
も
世
の
な
か
の
た
め
役
立
っ
て
い

る
の
だ
と
わ
か
り
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

こ
の
う
れ
し
さ
が
長
く
続
い
た
要
因
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

☆
ホ
ー
ム
の
み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
生
徒
で

す
か教

え
始
め
た
最
初
の
こ
ろ
は
20
～
30
人
の

生
徒
が
い
ま
し
た
。
最
近
は
、
ホ
ー
ム
の
入

所
者
も
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
ん
で
4
～
5
人

ぐ
ら
い
に
減
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
延
べ

約
３
５
０
０
人
近
い
人
に
書
を
教
え
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

☆
書
も
そ
う
で
す
が
、
今
で
も
ソ
フ
ト
テ

京
都
市
立
二
条

高
等
女
学
校
当
時
、

選
手
の
テ
ニ
ス
ウ
エ

ア
に
あ
こ
が
れ
軟

式
テ
ニ
ス
部
に
入

部
。
母
か
ら
「
色

黒
に
な
っ
て
嫁
入

り
に
差
し
支
え
る
」

と
反
対
さ
れ
ま
し

た
。
引
っ
越
し
て

き
た
日
吉
台
に
は

当
時
と
し
て
は
珍
し
く
コ
ー
ト
が
あ
り
37
年

間
の
空
白
の
後
、
テ
ニ
ス
を
再
開
し
ま
し
た
。

☆
テ
ニ
ス
は
、
書
と
と
も
に
生
き
が
い
で

す
ね山

梨
で
開
か
れ
た
第
5
回
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
決
勝
で
東
京
都
を
破
っ
て
団
体
優
勝
、
77

歳
の
と
き
、
シ
ニ
ア
女
子
選
手
権
で
優
勝
し

た
の
が
思
い
出
深
い
で
す
。
今
で
も
練
習
日

に
コ
ー
ト
に
出
か
け
、
み
な
さ
ん
の
お
世
話

係
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
書
道
、
テ
ニ
ス
と

も
ど
も
元
気
に
参
加
で
き
る
こ
と
が
喜
び
。

私
の
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
す
。

書
と
テ
ニ
ス
が
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

日
吉
台
地
区
で
、
３
台
目

と
な
る
防
犯
カ
メ
ラ
が
４
丁

目
東
地
区
に
設
置
さ
れ
た
。

学
区
自
治
連
が
、
滋
賀
県
警

が
行
う
地
域
安
全
カ
メ
ラ
貸

付
設
置
支
援
事
業
に
申
請
、

１
台
の
設
置
が
こ
の
ほ
ど
認

め
た
ら
れ
、
11
月
上
旬
設
置

工
事
が
行
わ
れ
、
運
用
が
始

ま
っ
た
＝
写
真
。

こ
の
事
業
は
、
滋
賀
県
警

が
県
内
の
企
業
か
ら
寄
贈
を

受
け
た
防
犯
カ
メ
ラ
を
県
内

の
地
域
に
貸
し
付
け
、
地
域

の
防
犯
活
動
に
役
立
て
て
も

ら
う
制
度
。
日
吉
台
学
区
で

は
、
こ
の
制
度
で
す
で
に
2

台
を
設
置
、
地
域
の
安
全
、

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
威
力

を
発
揮
し
て
い
る
。

3
台
目
の
カ
メ
ラ
は
、
4

丁
目
東
地
区
の
住
宅
街
、
民

家
の
ポ
ー
ル
を
お
借
り
し
た
。

民
家
前
の
道
路
は
、
大
津
市

坂
本
地
区
か
ら
湖
西
道
路
側

道
沿
い
に
雄
琴
地
区
へ
通
ず

る
抜
け
道
。
土
、
日
曜
日
に

な
る
と
、
国
道
１
６
１
号
や

湖
西
道
路
の
混
雑
を
さ
け
た

車
が
狭
い
住
宅
街
を
行
き
交

い
、
住
民
を
悩
ま
せ
て
い
る
。

自
治
連
は
こ
の
あ
と
、
市

民
セ
ン
タ
ー
前
交
差
点
、
市

立
日
吉
台
幼
稚
園
前
交
差
点
、

２
丁
目
南
集
会
所
の
計
３
地

点
に
カ
メ
ラ
の
設
置
を
予
定
、

市
に
対
し
補
助
申
請
を
行
う
。

災
害
に
備
え
防
災
訓
練

運
動
会
の
日
に
雨
で
ぬ
か

る
む
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
を
し

て
も
ら
っ
た
お
礼
に
日
吉
台

幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
が
、

お
世
話
に
な
っ
た
日
吉
中
野

球
部
の
お
兄
さ
ん
た
ち
を
招

い
て
お
遊
戯
や
ダ
ン
ス
を
披

露
し
た
＝
写
真
。

10
月
に
行
わ
れ
た
日
吉
台

幼
稚
園
の
運
動
会
の
朝
、
幼

稚
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
前
夜

の
雨
で
水
た
ま
り
が
で
き
て

い
た
。
運
動
会
開
催
が
危
ぶ

ま
れ
た
の
を
知
っ
た
同
中
野

球
部
員
ら
が
練
習
を
兼
ね
て

幼
稚
園
ま
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
水
を
ス
ポ
ン

ジ
な
ど
で
吸
い
取
る
な
ど
し

て
グ
ラ
ン
ウ
ン
ド
整
備
、
無

事
運
動
会
開
催
に
こ
ぎ
つ
け

る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
日
も
野
球
部
員
19
人

が
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
な
が
ら

幼
稚
園
へ
。
園
児
や
幼
稚
園

の
先
生
ら
の
歓
迎
を
受
け
、

遊
技
室
に
入
り
整
列
、
園
児

8
人
が
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
大
き
な
声
で

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
あ
と
、

ダ
ン
ス
を
披
露
、
お
兄
さ
ん

た
ち
と
楽
し
く
交
流
し
た
。

日
吉
台
学
区
自
主
防
災
会

（
高
村
克
彦
会
長
）
は
、
地

震
な
ど
の
災
害
に
備
え
、
11

月
6
日
、
住
民
約
４
０
０
人

が
参
加
し
て
学
区
防
災
訓
練

を
行
な
っ
た
。
災
害
時
に
お

け
る
住
民
の
安
否
確
認
と
安

全
な
場
所
へ
の
避
難
誘
導
を

図
る
の
が
狙
い
。

午
前
8
時
、
訓
練
開
始
。

市
民
セ
ン
タ
ー
に
野
々
口
義

信
学
区
自
治
連
会
長
、
高
村

学
区
自
主
防
災
会
長
、
学
区

自
治
連
役
員
ら
緊
急
集
合
。

同
時
に
8
丁
住
民
ら
は
、
各

丁
が
指
定
し
た
公
園
な
ど
安

全
な
場
所
に
避
難
、
地
域
の

防
災
担
当
者
が
安
否
確
認
後
、

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
本
部
に

報
告
、
住
民
ら
を
学
区
自
主

防
災
訓
練
会
場
の
日
吉
台
小

へ
誘
導
し
た
。

訓
練
の
主
会
場
の
日
吉
台

小
で
は
、
参
加
者
ら
は
校
舎

横
に
設
置
し
た
煙
テ
ン
ト
で
、

煙
の
な
か
の
現
実
を
体
験
し

た
あ
と
体
育
館
に
入
り
、
災

害
記
録
映
画
を
見
て
3
班
に

分
か
れ
消
火
器
体
験
訓
練
、

放
水
体
験
訓
練
、
救
命
救
急

訓
練
に
参
加
し
た
が
、
い
ざ

本
番
に
備
え
み
な
真
剣
そ
の

も
の
。
訓
練
を
通
じ
防
災
意

識
の
高
揚
に
努
め
た
。

日
吉
台
小
で
、
新
春
の
1

月
７
、
8
両
日
、
恒
例
の

「
も
ち
つ
き
大
会
」
と
「
ど

ん
ど
焼
き
」
が
行
わ
れ
る
。

伝
統
行
事
の
良
さ
を
つ
た

え
住
民
の
無
病
息
災
を
祈
願

す
る
た
め
日
吉
台
夢
・
未
来

事
業
推
進
委
員
会
が
平
成
19

年
か
ら
始
め
た
新
春
の
風
物

詩
。も

ち
つ
き
大
会
は
、
7
日

午
前
10
時
、
ど
ん
ど
焼
き
は
、

8
日
午
前
10
時
、
開
催
。
校

庭
に
組
ま
れ
た
や
ぐ
ら
に
各

家
庭
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
し

め
縄
、
お
正
月
か
ざ
り
、
書

初
め
な
ど
が
入
れ
ら
れ
点
火
、

残
り
火
で
お
も
ち
を
焼
い
た

り
、
あ
つ
あ
つ
の
豚
汁
も
ふ

る
ま
わ
れ
る
。

学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
「
野
菜
マ
ル
シ
ェ
」
は
、

12
月
か
ら
毎
月
第
２
土
曜
日

の
午
前
10
時
、
旧
滋
賀
銀
行

日
吉
台
出
張
所
前
ア
ー
ケ
ー

ド
で
定
期
開
催
す
る
。

こ
の
野
菜
マ
ル
シ
ェ
は
今

年
６
月
初
め
て
開
催
。
不
定

期
の
開
催
だ
っ
た
が
、
毎
回

70
人
前
後
が
新
鮮
な
野
菜
を

求
め
て
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、

日
吉
台
住
民
に
定
着
す
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。

12
月
か
ら
は
、
旧
滋
賀
銀

出
張
所
前
の
利
用
が
可
能
と

な
り
、
定
期
市
の
開
催
に
こ

ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

地
元
の
野
菜
を
集
荷
す
る
た

め
天
候
な
ど
の
影
響
で
集
荷

量
が
ば
ら
つ
き
、
す
ぐ
に
売

り
切
れ
と
な
る
こ
と
も
あ
る

と
い
う
。
主
催
す
る
野
菜
マ

ル
シ
ェ
関
係
者
で
は
、
野
菜

の
出
展
者
も
募
集
中
。
詳
し

く
は
、
小
林
嘉
津
代
さ
ん

（
０
９
０
・
２
０
１
２
・
６

８
８
５
）
ま
で
。

ハ

ン

六

文

化

財

団

贈

賞

ハ

ン

六

助

成

受

賞

向
山
ヱ
イ
子
さ
ん
（
92
）

日吉台 2 丁目

学区内3台目の防犯カメラ

安心、安全のまちづくりに威力

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
あ
り
が
と
う

園
児
ら
が
お
礼
の
ダ
ン
ス

日吉台幼稚園

ど
ん
ど
焼
き
な
ど
開
催

新
春
恒
例
行
事

野
菜
マ
ル
シ
ェ
定
例
開
催
へ

旧
滋
賀
銀
前

ニ

ス

を

楽

し

で

い

る

と

聞

き

ま

す

が


